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第２回文京区アカデミー推進計画策定協議会 会議録 

 

（敬称略） 

 

「委員」 

会 長               山崎 一穎 

副会長               水越 伸 

委 員               青木 和浩 

委 員               野口 洋平 

委 員               伊藤 明子 

委 員               上田 武司 

委 員               新保 邦彦 

委 員               長尾 栄一 

委 員               和田 懋 

委 員               清水 智博 

委 員               本松 邦廣 

委 員               佐藤 成臣 

委 員               桝田 慶輝 

委 員               田辺 武之 

委 員               白鳥 宗一 

委 員               楢崎 華祥 

委 員               白井 圭子 

委 員               奥田 匠 

委 員               佃  吉一 

委 員               森岡 隆 

委 員               市川 正明 

委 員               大石 坦 

委 員               大野 祐子 

委 員               笠井 美香 

委 員               熊田 美穂子 

委 員               黒木 美芳 

委 員               國分 眞史 

委 員               柳澤 愈 

委 員               山本 重子 

委 員               渡辺 みゆき 

委 員               高橋 豊 

委 員               徳田 隆 

 

「幹事」 

企画政策部企画課長         小野澤 勝美 

アカデミー推進部アカデミー推進課長 毛利 俊光 

アカデミー推進部観光・国際担当課長 小野 光幸 

アカデミー推進部スポーツ振興課長  太田 治 
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○毛利課長：それでは、定刻になりましたので開会をお願いいたします｡ 

 

○山崎会長：本日はお忙しいところを平成 21 年度第２回文京区アカデミー推進計画策定協議会にご出

席いただきましてありがとうございました。それでは事務局の方から出欠の状況を報告いただきたいと

思います。 

 

○毛利課長：それでは本日の出席状況でありますが、武智委員と村松委員、中川委員の３名の方は欠席

のご連絡をいただいております。その他、まだ若干遅れて来られるという連絡が入っております。幹事

は全員出席でございます。 

 続きまして本日の資料の確認をさせていただきますのでご覧ください。委員の皆様には事前に郵送で

お配りしております。お手元にお持ちでない委員がいらっしゃいましたら、事務局の方にお声掛けいた

だければ用意いたします。よろしいでしょうか。それから本日、席上配布資料ということで４点資料を

置かせていただいています。まず座席表、分科会名簿、学習・趣味・スポーツなどに関する実態調査、

文京区アカデミー推進計画策定協議会のご意見シート、以上４点が資料です。そのほかとしまして、こ

の２月２０日開催予定の文京区の国際交流フェスタのチラシもご参考に置いています。よろしくお願い

いたします。以上でございます。 

 

○山崎会長：どうもありがとうございました。議事を具体的に進めてまいりますが、第１回目の協議会

で分科会の所属について、心身障害者福祉団体推薦の長尾委員から分科会の所属についてご意見をいた

だきまして、会長預かりということになっておりました。長尾委員の発言が有効に機能するように、い

ろいろ考えまして文化芸術分科会、当初はスポーツ振興分科会の方に入っていたわけですが、文化芸術

に関する分野でのご意見をいただくのが一番適任ではないかと考えました。なお、当初文化芸術分科会

に所属していました高齢者クラブ推薦の和田委員にスポーツ振興分科会への交代をお願いしました。お

２人とも快くお引き受けいただきましたものですから、あらためて所属を替えまして、本日配られた席

上の資料の２枚目の委員の名簿に訂正してございます。よろしくお願いしたいと思います。どうも和田

委員もありがとうございました。 

 それが１つと、第２点は今、資料の中にありますように、第１回協議会の中で実態調査のイメージに

ついての説明し、ご意見シートで頂きましたご意見を踏まえて実態調査票を作成しました。抽出しまし

た区民の方に１月 21 日、事務局の方から郵送してございます。２月５日に回答期限を設けておりまし

て、その結果につきましては第４回目になります３月の協議会で報告の予定でございますので、まずそ

のことだけ申し上げておきたいと思います。 

 それでは、本日の会議はお手元の次第によって進めてまいります。まず、第１回目でもご意見いただ

きましたが、これまでのアカデミーの構想等の取り組みについての概要がどうしても頭の中に入ってい

ませんと進めにくいと思います。これについて、事務局の方からまとめて説明をお願いしたいと思いま

す。そして、その次にアカデミーの推進計画の基本理念とか目的等について意見交換をしていくと。こ

れは各分科会が分かれておりますから、後ほど申し上げますけども、必ずしも分科会の順番に委員の皆

様の席が構成されているわけではありませんものですから、ご意見いただくときには耳で聞くというこ

とで整理しやすいように、分科会別に意見を聞いた上で全体の討議にかけたいと思っております。よろ

しくお願いいたします。 

 なお、議事録を作成する関係で、発言する場合に席上のマイクのスイッチを押していただくと赤く輪

がつきますのでご発言ください。所属と自分のお名前を言って発言をいただくと議事録作成に大変あり

がたいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

 では、まず事務局の方から具体的に今までの取り組みについてのご報告をいただきたいと思います。

よろしく。 

 

○毛利課長：それでは私の方からこれまでのアカデミー構想の取り組みについて、お手元の資料の 15

から 18号に基づきまして説明したいと思います。 

 まずお手元の資料、通しページで 23ページ、資料第 15号をお開きください。これは、これまでのア
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カデミー構想等との取り組みについてということで、文京区におけます生涯学習の推進やアカデミー構

想の推進状況を理解していただくために概略をかいつまんでご説明したいと思います。 

 まずは 15 号で「文京区生涯学習推進基本構想の概要」ということでご覧ください。この説明に入る

前に概念図でご説明したいと思いますので、このページの 53 ページ、ちょっと後ろになりますけれど

も、53ページの横書きになっております「文京区アカデミー推進計画の概念図」というのをお開きくだ

さい。53ページです。よろしいでしょうか。こちらの概念図、右と左に大きく分かれます。左側が現行

の図式になっています。右側はこれから作る新しい計画の概念図になっております。左側をご覧くださ

い。一番上に文京区の基本構想がございます。その下にぶら下がるかたちで、まず生涯学習推進基本構

想ということでこちらは生涯学習の基本理念を定めているもの、その下に２つ平行的にぶら下がってい

るのが、文京区生涯学習推進計画と文京区アカデミー構想です。本日はこの生涯学習の基本構想と生涯

学習の推進計画ならびにアカデミー構想、この３つについて概要について説明したいと思います。 

 それではまた前のページに戻ります。先ほどの 23ページ、資料第 15号にお戻りください。こちらの

生涯学習の基本構想の概要ということでお話しますと、まず始めに、生涯学習の基本理念ということで

４つの理念を述べております。（１）の生きる目的を学び、学ぶ術（すべ）を学ぶという、こういった

４つの文京区の目指す生涯学習の基本理念がございます。それを受けまして、２としまして生涯学習推

進のための方向性ということで４つの方向性を示しております。その１つ目が（１）の生涯学習の基礎

づくりのためにということで、こちらは家庭・学校・地域が生涯学習の基礎づくりの場として果たす役

割が重要であるということで、それぞれの向上を目指すといった方向性を示しております。（２）とし

まして多様で豊かな学習機会を提供するためにという方向性では、多様な区民ニーズにこたえ、個性を

尊重した学習機会を提供することなどを目指すといった方向性を示しております。３つ目が出会い、ふ

れあいで生き生きとした生活空間を創造するためにという方向性で、ボランティア活動や自主学習グル

ープ、自然とのふれあい、国際交流などの促進を目指すものであります。４つ目としまして豊富な学習

資源を活かすためにということで、区内の学校、地域の伝統文化などの学習資源の活用を目指す方向性

を示しております。この４つの方向性を受けまして、３としまして生涯学習を推進するためにというこ

とで、「文京区全域を生涯学習のキャンパスに」と。たびたびこれが出てくると思うのですけれども、

こちらは学習活動を行う機会や場は区内のあらゆる場所に存在するということで、学習の場は行政の学

習施設だけでなく地域や家庭をはじめ区内の全域がキャンパスであるという考えに基づきましてこう

いった発想が出ております。区内全域を「いつでも、どこでも、だれでも」が学習できる場とするとい

うのがこちらの意図でございます。 

 それから（２）にいきまして推進体制ということで、こちらは①としまして行政と区民・区内団体、

教育機関による協議機関ということで生涯学習推進協議会を設置したということになります。現在は、

当協議会がこの内容を担っております。２としまして事業を行う組織としまして生涯学習センターの設

置ということで、これも現在では財団法人文京アカデミーの中にその機能があります。３としましては、

庁内というのは区役所ですね。全庁的な組織ということで生涯学習推進本部を設置。これも、現在では

アカデミー推進本部という名称になっております。これが推進体制になっております。 

 続きまして次ページをお開きください。24 ページ、資料第 16 号。こちらは構想を受けましてその下

にぶら下がるものとして、生涯学習推進計画ということで平成 17年２月にこれは改定されたものです。

最初にできた計画が平成６年３月に策定されまして、それが第１次改定で平成 12 年３月、第２次改定

で 17年２月と２次の改定を行ったものでございます。そちらの考え方としまして、（１）にあるように

生涯学習の基本的な考え方ということで、地域社会を活性化する核となるものを生涯学習の活動でもあ

るととらえこれを支援するという基本的な考え方でございます。こちらの改定ができるときの背景とし

まして、社会環境の変化ということでご覧のとおりの学校完全週休５日制の実施とかキャリアアップを

目指す社会人の受け入れ体制の整備、また子育て支援や急速なＩＴ化、ＮＰＯの大学等教育機関を取り

巻く環境の変化といったこととか社会教育法の改正。それから（３）としまして文京区の基本構想と推

進計画の関係ということで、こちらは生涯学習の推進計画は先ほどの概念図でもお示ししましたように、

文京区基本構想を実現するための補助計画であるという関係になっております。それから第２次改定の

目的ということでこちらに書いてありますように、生涯学習基本構想の理念を基本としながら現行の推

進計画の見直しを行ったというかたちになっております。それから推進計画の性格・位置づけというと
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ころでは、生涯学習の理念や行政が果たすべき役割を具体化するもの、それから生涯学習活動を側面か

ら支援するためのもの、それから生涯学習推進のための目標を示しているものと、そういったものの方

向性を示したものであるという位置づけになっております。それから推進計画の期間ですけれども、こ

れは平成 17年度から平成 19年度までの３年間が計画期間となっております。この３カ年で計画期間は

終了しているわけですけども、基本的な考え方はこのまま後ほど説明しますアカデミー構想にも踏襲さ

れているということになっております。それから推進計画の視点ということで、先ほどの文京区生涯学

習基本構想でも出ております「文京区全域を生涯学習のキャンパスに」という考え方を踏まえた上で新

たな視点を加えております。例えば教育・文化資源を活用した生涯学習によるまちづくり等々の新たな

視点が盛り込まれております。そして２の方で生涯学習推進施策の目標と方向ということで、この計画

で定めている基本目標を４項目設定しております。（１）から（４）になります。この内容が続きまし

て次ページ、25ページをお開きください。こちらは体系図になっております。今の基本目標４項目を含

めまして次の 25ページに体系図というかたちで施策の体系。 

 こちらは生涯学習基本構想を受けた生涯学習推進計画の目標と方向性を体系化したものです。真ん中

あたりに計画の基本目標ということで、この計画の４つの基本目標を示しております。例えば１としま

して「文の京」らしい生涯学習の展開など、４つの大項目を掲げ、以下右側にいきまして中項目、小項

目というかたちで体系化しております。ご覧いただければと思います。 

 続きまして次のページ、26ページをお開きください。こちらは先ほどの改定されました生涯学習推進

計画の推進事業の状況を一覧表にまとめたものであります。見方としまして、左側の管理番号というの

が先ほどの体系図の大項目、中項目、小項目の番号を指しております。それから生涯学習推進計画の２

次改定の記載内容がありまして、右側の方に平成 21 年度、現在の実施している事業の状況を表示して

あります。例えば一番上で言いますと、第２次計画の決定版の中の記載内容では事業名で「区内大学連

携講座」という名称でしたが、現在の事業名でいきますと「大学プロデュース講座」というかたちで事

業名は若干変わっております。右側が最新の 21年度の事業情報です。そういったかたちでこれが 29ペ

ージから 50 ページまでの一覧表になっておりますので、こちらは今後、分野別の分科会等で話し合う

ための参考の資料にしていただければと思います。ちょっと量は多いのですけども、後ほどまた分科会

等で使うときに参考にしていただければと思っております。 

 続きましてページが飛びまして 51 ページをお開きください。51 ページ、資料 17 号。「文京アカデミ

ー構想の概要」ということで、こちらが最後の説明になります。文京アカデミー構想はご案内のとおり

平成 17年 11 月に作成されたものです。こちらに最初に構想の意義ということで、生涯学習・文化・ス

ポーツ施策、これ以外にも観光、国際も入ります。そういったさまざまな課題について効率的で柔軟な

対応を行うための体制を構築することで、「区内まるごとキャンパス」化を実現するといった意味の構

想を立てたわけでございます。それで文京アカデミー構想というのは、最先端の生涯学習を進める上で

の区内まるごとキャンパス化を展開する政策名であるとしております。そういった中でアカデミー構想

の基本的な方向性ということで、こちらに３つの方向性を示しております。１としまして多様な学習講

座の拡大、２としまして大学等の教育・文化資源の活用、３としまして学習の成果を活かすといった３

つの基本の方向性を示しております。それを受けまして３として目標実現のための方策としまして、３

つのネットワークを構築しております。これは構想を実現するための方策としてのネットワークです。

①としまして学びのネットワーク、②としまして教育・文化資産のネットワーク、③としまして人づく

りのネットワーク。こちらの基本的な方向性と３つのネットワークによりまして、これは次ページにア

カデミー構想の実施事業例が掲げております。 

 次の 52 ページをお開きください。今、お話ししました３つのネットワーク。左側の方に基本的な３

つの方向性を受けて、この文京アカデミー構想の実施事業ということで目標実現のための方策としての

３つのネットワークを掲げております。先ほどの学びのネットワーク、こちらに事業例等が出ておりま

す。こちらは主に大学、企業との連携、多様な講座を拡大していくということで実施した事業としまし

て、右側に例えば資格取得キャリアアップ講座とかメセナ講座とか e－ネットラーニングの活用講座と

か大学プロデュース講座といったものが実施事業として考えられます。２つ目のネットワークとしまし

て、教育・文化資産のネットワークということで、こちらも事業の実績は右側の方に出ております、ス

ポーツ指導者講習会やＢヴィレッジ、文京中学サッカーヴィレッジの開催とか、文の京ミュージアム・
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ネットワークの設立と情報誌スクエアの発行等々です。最後の３つ目のネットワークが人づくりのネッ

トワークということで、こちらは区独自の資格制度を創設するということで皆様ご案内のとおり、右側

にあります生涯学習司の講座とか区民大学サポーター養成講座、地域文化インタープリター講座等々の

資格制度の創設等が挙がっています。 

 それからまた 51 ページ、前のページにお戻りください。アカデミー構想の下の部分の推進体制とい

うことです。（２）の推進体制の考え方ということで、こちらでは基本的な考え方としまして、より迅

速で柔軟な効率の高い事業を実施するために文京区地域文化振興公社を活用するということで、今、現

在はこの名称が変更になりまして、ご案内のとおりに財団文京アカデミーがそれを担っております。２

としまして生涯学習・文化施策の再構築というところでは、所管組織を抜本的に見直して教育委員会か

ら区長等へ一元化したといったところになります。④としましては区民との協働ということで、区民や

各種団体等で構成する協議の場を設けたと。後ほどまたいろいろ出てきますけど、３つの会議体を設け

ましてそれぞれの会議体で区民との協働を図るということになっております。 

 続きまして次ページ、53 ページをお開きください。資料 18 号。左側は現行の先ほど説明したアカデ

ミー構想関係です。右側が今度新たに作るアカデミー推進計画の概念図になります。一番トップに新た

にできる文京区の基本構想。これが平成 27 年４月スタートする文京区の基本構想。その下に文京区ア

カデミー推進計画というかたちで左側の従前ありました生涯学習の基本構想ならびに生涯学習の推進

計画、文京アカデミー構想、この３つが合体したかたちで文京区アカデミー推進計画というのが今回皆

様で協議していただく内容になっております。これは 23 年４月スタートのものになっています。その

中身や概略を見ますと、総論部分と各論部分に大きく分かれております。総論部分は構想的なものです。

これからいろいろ議論していただく内容になりますけども、基本理念とか基本目標とか基本方針。これ

は長期的な視点に立って、例えば５年とか 10 年を見据えたものの構想というかたちになるかと思いま

す。各論部分にいきまして具体的に事業計画ということで現状の課題とか５つの分野別の計画、こちら

は３カ年の計画になります。３カ年ということですので３年ごとに見直しというかたちになるかと思い

ます。以上がこれまでのアカデミー構想の取り組みの概要を示したものであります。以上です。 

 

○山崎会長：どうもありがとうございました。かなり大部なものになりますが、この今のご説明に関し

て委員の皆様方から、まず資料について、あるいは不明な部分についてのご質問がありましたら、まず

ご質問を承りたいと思いますが。はい。 

 

○長尾委員：長尾栄一です。ただいま報告がありました中で平成 27 年までというお話がございました

けれども、文京区基本構想では平成 30 年までとなっているのではないでしょうか。そうするとそこに

ギャップが出るような気がしますがいかがでしょうか。 

 

○山崎会長：事務局に答えてもらいますので。 

 

○毛利課長：すみません。私がちょっと間違えて説明したかと思うのです。基本構想は平成 23 年４月

からということで、27年というのはもしかすると間違いの発言かと思います。訂正させていただきます。

平成 23年４月から文京区の構想はスタートすると。申し訳ないです。23年です。 

 

○長尾委員：23年から 30年までじゃありませんか。30年までのことを基本構想で審議していませんか。 

 

○小野澤課長：現在、検討を進めています状況では今年、平成 22 年の６月に向けての策定ですので、

平成 22年６月が正しいものでございます。 

 

○長尾委員：22 年の６月まで決めるのですけれども、目標としての平成 30 年まで考えているのではな

いでしょうか。 

 

○小野澤課長：基本構想の場合は正確な年次まではお示ししていないのですが、おおむね 10 年間の文
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京区という意味では、平成 32年というのは１つの区切りになろうかと思っております。 

 

○長尾委員：そうするとなおさら今の 27 年というのだとずれませんか。 

 

○山崎会長：今、27 年というのは間違いで、22年の６月からスタートするということです。 

 

○長尾委員：スタートはいいのですけど、到達地点、到達のめどは？ 

 

○山崎会長：ほぼ 10 年のスパンで考えるということです。 

 

○長尾委員：32年ですね。 

 

○山崎会長：はい。 

 

○長尾委員：わかりました。 

 

○山崎会長：ほかにご質問はありませんか。それではご意見のある方というのはいますか。 

 

○奥田委員：質問があります。 

 

○山崎会長：ご質問ですね。はい。 

 

○奥田委員：観光分科会の奥田でございますが、昨年の夏に文京区観光ビジョンというのができている

と思うのですが、それは 53 ページの絵柄の中でいくとどういうふうに組み込まれるのか教えていただ

ければと。 

 

○山崎会長：今のご質問は観光ビジョンとの関係ですね。 

 

○小野課長：この新しい概念図の中ではちょっとここの三角から外に出るというかたちになろうかと思

います。観光ビジョンで検討した結果を踏まえてこの推進計画、３カ年の実施計画の中に具体的政策を

入れていくという感じになります。 

 

○山崎会長：もうちょっと具体的に説明してもらわないとわからないですね。 

 

○小野課長：基本構想とアカデミー推進計画ってこの上下のかたちになっているのですけども、そこか

らちょっと離れたところに観光に関するビジョンがあって、そのビジョンを踏まえながらアカデミー推

進計画の中の総論、もしくは各論のところを委員にご検討いただきたいのです。あくまでもビジョンは

ビジョンとして別物だとちょっと考えていただきたいと思っております。 

 

○山崎会長：観光ビジョンを策定したものの中から、言ってみればこの理念なり何なり抽出してくると

いう、こういう考え方ですか。 

 

○小野課長：そうです。ビジョンはビジョンで決めたものですので、これを活かしながら新しい推進計

画の中で活かしていきたいのですが、もともとの基本構想が観光ビジョンとはまったく違うふうになっ

た場合には、ビジョンそのものも変えなくちゃいけないということもありますので、そこら辺はちょっ

と微妙な関係なのですが、今回の推進計画策定の中ではこのビジョンはビジョンとして考え方を活かし

ていって具体的施策を考えていただきたいと思っております。 
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○山崎会長：さて、そういうことですと座長の先生、どうですか。野口先生。 

 

○野口委員：観光の分科会の座長をさせていただく予定の野口でございます。前回も似たようなことは

申し上げたのですけども、やはり観光といいますと経済的な側面を含みますので、議論できる枠組みと

いうのが自由に設定していいと会長からお言葉はあったのですけれども、実際にはその全体の計画とこ

ちらでの計画とさらにビジョンというのがあって、どれをどのようにすみ分けるかとか。あとどちらの

目標というか、どちらのビジョンというか全体のイメージというかを優先させて考えるかということに

よってだいぶ違ってきますし。 

 例えば前回申し上げましたけれど中心市街地の活性化の問題だとか、そういったことは生涯学習の話

と相当距離があるので、あるのですが観光にとっては非常に重要になってくると。どの場面でどういう

ことを議論するかとかいうことの切り分けをするのか、それともしないのか。何かそこら辺がちょっと、

今日実はここで最終的にご質問しようと思っていたのは、その最終的な成果物と言うと変ですけども、

どういったかたちでまたこの全体会にお戻しするのかということが最終的に今日イメージとしてつか

めたらありがたいなと思っているのです。すみません、ちょっと取りとめのない話で。 

 

○山崎会長：かなり重要なことだと思うのです。座長の立場から言いますと、片一方にビジョンができ

ていて、それを踏まえてとおっしゃるけれども、かなり現実的な問題としてずれが生じてきたりするの

だろうと思うのです。私は、それはそれでいいのだと思っている方だけども、おそらく行政は困ると思

うのです。そういう人を会長に選んだのだからしょうがないと思って私なんかいるのですけれども、し

かし現実として座長の先生方が今のように切り分けられる、あるいは分科会でやったものが全体会の中

にどう戻されるのかと。この辺の筋道は、まだ始まったばっかりだからやってみなきゃわからんという

ことはありますけれども、少しやっぱり何か示唆みたいなものを与えていただくとおそらく座長の先生

方はやりいいのだろうと思うのです。どうですか。はい。 

 

○毛利課長：ちょっとお答えになっているかどうかわからないのですけど、全体のアカデミー推進計画

の構想、構成みたいなものですね。先ほど総論というのがありまして、その中に各論部分が出ているわ

けです。各論部分の中に例えば観光ですと観光計画というかたちで出していただきます。その中に観光

の現状と課題、分野の現状と課題を話し、それを受けまして分野別の計画というかたちで基本的な方向

性・考え方、ここまで言えるかどうかわからないですが事業の数値目標とか。これはあくまで数値にす

ることは可能なものという、そういったこととか事業の体系とか。そういった各論部分はそれぞれの分

野に共通して表記していただきたいと思っております。ただ、その中身のボリュームは分野別によって

若干変わってくるかと思いますけど基本的な性格等のかたちはちょっと統一したいと思っております。 

 

○徳田委員：よろしいですか。アカデミー推進部長の徳田です。基本構想とかビジョンとか推進計画と

か、いろいろ言葉は飛び交っているのですけれども、文京区の場合、従前ですと、ビジョンというのは

あまり作ってはきませんでした。まず区全体の、例えば 10 年なり長期にわたる将来の構想を決める基

本構想、これをもとに基本計画あるいは実施計画みたいなものを組んできました。ところが、その基本

構想そのものを見直すということが昨年決まりまして、今、取り組みをやっているのですけれども、今

の時点でビジョンと呼べるものは、１つは教育の方で持っている小中学校将来ビジョン。それから保育

の分野で持っている保育ビジョン。それから観光分野の観光ビジョンという、実はそれしかないのです。

今の基本構想というのは平成 13 年に作ったのですけども、その後の時代変化がいろいろありました。

そうしたものを取り込むかたちで、基本構想でないのですけど、ただ事業計画でもない、将来あるべき

姿といいますか、10年スパンぐらい先の姿を予想して、こうあるべきではないかという考え方を作った

のです。ですから教育で言えば小中学校将来ビジョンというのは、教育は教育で別にもっと高い教育目

標はあるのですけれども、主に施設面に視点を当てて、例えば小学校・中学校はどうあるべきか、ある

いはその他、特別支援教育はどうあるべきかというその時々のテーマで将来方向はこうではないかとい

うのを作ったのがビジョンです。そのビジョンを受けて個々の計画というか実際の事業計画を、毎年組

んで作っているわけです。 
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 観光の分野も国の方でご案内のように大きな変化がございまして、今の時点ではいろいろな政策で経

済状況もあるので国の方は予定通りいってはいないみたいですが、少なくともそれを受けてそれまでの、

区の商店街がわかりやすく言えばその利益を受けるとか、あるいは文京区のものが売れるとかいうだけ

にとどまらないで、むしろその観光というのを起爆剤に今、住んでいる人たちも、あるいはお見えにな

る方たちも、ともに文京区というまちづくりに関係してくるのではないかという発想が出てきました。

いわゆる観光政策による観光まちづくり政策です。それをビジョンとして基本構想に先行してまとめた

のが去年の観光ビジョンです。ですから、そういう意味ではその時点ではまだ基本構想はそこまで踏み

込んでいなかったのですが、逆にその観光ビジョンに基づいて今の基本構想が、それもやっぱり考え方

を整えてきているという例があります。そういう意味では、ですから先ほど観光･国際担当課長が、こ

の四角の中には収まらないという言い方をしているのですけれども、実はこの四角とその基本構想の間

にもう１つ目標みたいなものがあって、それがビジョンだと考えております。 

 ですから、ここでは実際にはおそらくそのためもう少しそのビジョンとしてかなり抽象的な表現もた

くさんありますけれども、もう少しそれを具体化した目標ですとか、あるいは実際にどういう事業展開

を組んでいくのかについては、これからいろいろ分科会で議論されて最終的にまとめられてくると思い

ます。そうなった場合にこの 53 ページの右側の四角ですね。このいわゆる総論部分についてはたぶん

ビジョンを反映するものではあるかもしれないし、あるいはその下の計画としては具体的な計画が事業

として今後どういうふうにやっていくのかについて、まとまってくるのではないかと考えております。

だから、そういう意味では大きな目標とそれからその次の時代に即した考え方みたいなのがビジョンだ

とご理解いただければいいかなと思います。よろしいでしょうか。 

 

○山崎会長：ほかにご質問、ございましょうか。はい、どうぞ。 

 

○本松委員：すみません、中学ＰＴＡ連合会の本松です。ちょっと教えていただきたいのですけども、

この第２次改定版なのですけども、これって現在実施している事業というのは、これは 21 年度ってお

っしゃいましたっけ？ 21 年度の事業だということで、23 年４月に推進計画を立てて、すみません、

言葉がちょっとわからなくなっちゃっているのですけども、この生涯学習推進計画とこのアカデミー推

進計画は違うものですよね。というのと、この廃止とかいろいろ書いてあるのは、これは誰が言った廃

止、区の方でされたのか、それはもう区の考え方で廃止されたのかということと。あと最後の 49 とか

50は全然、学習推進計画はなくて現在、実施しているということでこの関連性は、このアカデミー構想

からきた事業なのか、何かその辺が資料でよく見えないので、そこは基本資料でお教えください。 

 

○毛利課長：よろしいですか。基本的にこの 26 ページですね。生涯学習推進計画第２次改定の推進事

業というのは、これにはアカデミー構想は載っておりません。これは平成 17 年にできたときの推進計

画の事業を全庁的に一覧表で出したものです。左側の２次改定当時の記載内容で右側、現在というのが

平成 21 年度の事業を載せております。ですからその間には乖離（かいり）があるわけです。この推進

計画は平成 17年にできて 19年度まで一応終了しているわけなのです。その後、19年度以降、生涯学習

推進計画というのはできていないのです。できていないのですけども事業は連綿と続いているわけです。 

 それで今回、21 年度の新たな調査をしたのです。推進計画は 19 年度に終わっていますけれども事業

は連綿と続いていますから、それをフォローという意味で 21 年度の実施計画は右側に作りました。そ

の中で一つ一つ事業を見ている中で中には区の判断で廃止になるものも入っております。それから最後

のページの方は当初の２次改定の推進計画の中では盛り込んでいなかったものが最近になって例えば

20 年とか 21 年で新たな事業として加えられたもの等々が入っているわけです。ですから推進計画とい

うのは 17年に策定して 19年度まで計画上は終わっているのですけども実際の事業は続いているという

ことと、あとこれとは別にアカデミー構想ですね。それが政策名というかたちで構想として出ておりま

すからアカデミー構想のかたちでここには出てきていません。 

 

○本松委員：すみません。アカデミーの中でこの 52 ページはメセナ講座とかいろいろ、このアカデミ

ー構想で実施したというふうに書いてあるので、50ページだっけ、メセナ講座とかいうの。これは一緒
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の、どこら辺か、すみません、わからなくなっちゃって、この関連性が、それは左側で終わっているな

らこの右側はいったいどこからきたのだろうというのは見えなかったということで、すみません。 

 

○毛利課長：すみません、申し訳ない。そうですね。当時の生涯学習推進計画の中で、事業がそのまま

アカデミー構想の中でも生きているのもありますし、新たにアカデミー構想の中で生まれた事業もあり

ます。その辺は両方混在しています現状です。 

 

○本松委員：わかりました。ありがとうございます。 

 

○山崎会長：今までの説明で、これまでの具体的な計画については、今まではこうやってきたと。今度

はどうするのだということになっているわけです。ここで、各委員１人だいたい２分ぐらいの見当で今

までの自分の経験を踏まえて、あるいはそうでなくてもいいですが、自分はこう考えるということでも

いいと思いますが、ご意見を少し頂きたいと思います。分科会が５分野ありますので、先ほど言いまし

たとおりに、並んでいる席の順番は必ずしも分科会の順で並んでいません。最初に生涯学習の分科会か

ら、名簿によりまして、各分野 10 分ぐらいの見当をつけて少しご意見を伺っていきます。そうします

と、今までの計画でどこがどう乖離しているのか、いろいろな意見が出てきたところでお互いの相手が

何を考えてアカデミーをイメージしているのかということも見えてくるかと思います。 

 まずは、生涯学習分野のところで、桝田委員からお願いしたいと思います。 

 

○桝田委員：桝田でございます。私、生涯学習の推進委員になったのは２年前ぐらいからでして、その

前にちょうど現役から卒業したのが 67 歳ということで、いったい住民というのですか、地元にどう定

着しようかなというところで本来はまだ自分の家の仕事もあるのですけども、まず区民のために自分が

どうかできるかなというところ。今まで本当に仕事ばかりで追っかけていまして地元を全然見ていなか

ったというところ。まず文京区の基盤でこれから残されたところを若い人たちに、あるいは現役をこれ

から卒業して高齢者になって地元に戻ってくる人たちにどのようにしてやろうかなというところから

今回の生涯学習の方に参加しました。 

 そこでまず何を考えたかということ、生涯学習という団体の中で活躍の場があるからというきっかけ

が、ちょうど文京アカデミアのサポーター。講座を演習しております中でのサポーターというのですか、

本当のボランティアを手助けするというところから参加し始めました。その後、今度は生涯学習室とい

うことで講座を作る側の役割を認識するということでしてまいりました。その後、委員ということで今

度は講座を作っていこうということでやればいいんですけども、実際問題は目標、理念を掲げても現実

にみんなのボランティアをやりたいというときにどう皆様が具体的に楽しんで参加できるかなという

ところで、これはサポーターの事務局を立ち上げて何とか楽しく共同にレベルを上げながらやっていこ

うという、それが１つの生涯学習の中の一歩になるのかなということで参加させてもらっています。や

っと昨年の４月に任意団体ですけども出来上がって、今まで財団法人文京アカデミーで講座のサポータ

ーを割り当てたのをサポーターの会でみんなの意見を聞いてその中で分担をしたというわけです。 

 ですから、まず生涯学習の中でそういう参加されているのは高齢者が多いですけれども若い人たち、

お母さんたちにもやらないといけない。それから文京区の中で大学の連携がいろいろございます。そう

いうところで活用させていただきたいということですけども、そういうのを一歩一歩具体的に実現して

みんなの実感として味わったときに生涯学習のレベルが上がるのではないかということで、今回も目標

に対して具体的にどう展開するかというステージを提案できればということで参加しております。よろ

しくお願いを。 

 

○山崎会長：佐藤委員。 

 

○佐藤委員：アカデミー文京学習推進委員の佐藤でございます。一応、推進策定のところぐらいからい

ろいろな意味でお付き合いをしているのですけれども、まずそこを見た上での所感として申し上げるの

は、とにかく出入りの激しい団体だなということが感じられます。財団を作ったかと思ったら事業を取
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り上げて財団を廃止する、計画を立てたかと思ったらビジョンを作ると。今回もそういう意味で言うと

生涯学習基本構想と学習推進計画、アカデミー構想という３つを一本化してアカデミー推進計画を作る

ということになるのですが、またこれも実施部隊が指定管理で出されてしまうとかスポーツのように指

定管理そのものに出されてしまうような可能性があると、作ったはいいけど本当に実施してくれるのだ

ろうかというところが非常に不安であります。 

 それから見ている範囲でいくとこの推進事業の部分を考えてみると、私はどう思うのですけどこれは

基本構想の部分の焼き直しじゃないかなと感じます。なぜかというと、例えば社会福祉協議会の事業の

ようなものが入っているのですが生涯学習をやっている人で社会福祉協議会の動きを理解している人

はおそらく５％もいないと思うのです。それが計上されているというところを見ていると、どうしても

我田引水にしか見えないのです。確かに福祉の分野であるとか教育の分野というのはすべての事業の根

幹を成すものかもしれませんけれど、これは逆に言えば福祉の分野からすれば生涯学習は福祉の一環の

部分としてあるということですから、向こうの策定計画からすれば生涯学習のいろいろな分野は福祉計

画の一部分として入ってしまうということがあるとすれば、これって何か本当にここの範疇（はんちゅ

う）に入れるべき必要なものなのだろうか。逆に言うと福祉という名前の分野を双方の事業体で取り合

いをしているような、そんなイメージを持つと思います。ですので、策定するとすればその辺の事業仕

分けをしっかりやっていくか、バッティングするならするで構わないので、そこを競争にするのか共同

にするのかというところのビジョンを、座長を含めて委員会の方でお示しいただければ、もし競争でし

たら勝てる事業を出しますし、共同でしたら仕分けのできるようなかたちでの提案をしていきたいと考

えております。以上です。 

 

○山崎会長：はい、ありがとうございました。かなり踏み込んだご提言になっています。一応伺ってお

きます。清水委員。 

 

○清水委員：小学校ＰＴＡ連合会から来ました清水と申します。昨年の夏に僕はそれまで生涯学習とい

う言葉はあまり耳にせず、はっきりいって「何のこっちゃ」ということで最初に伺ったときに思ったの

ですけど、その生涯学習というテーマで成澤区長と１回対談をすることがありまして、そこでいろいろ

とお勉強させていただいたのです。文京区でやられているその生涯学習活動は実際、行っている方々の

レベルがすごく高いなと思うことと、そのチャンネルがすごく豊かだなと思ったのです。その学習をな

された方々の活動とか、そういうものを実際われわれがどういうことをやられているのかというのをよ

くわかっていなかったのです。そういうわれわれに届く情報もなくて、せっかくそうやってお勉強され

た方とかそういうキャリアを積まれた方が地域にいることを、あまりわれわれは知らなかったと、そう

いうのをすごく感じまして、ぜひ今回はそういう方が地域参画できるようなそういうネットワーク作り

みたいなものをご提案できたらいいなと思って参加しております。よろしくお願いします。 

 

○山崎会長：はい、ありがとうございました。渡辺委員。 

 

○渡辺委員：渡辺です。私は区内で講座の講師やサークル活動などをやらせていただいています。今回

はすごく細かいことはまだ勉強不足でよくわからないのですが、例えばほかの区との連携はどうするの

かとか国としての施策はどうなっているのかとか、その辺のもうちょっと大きな目で、上から見た情報

をもう少し勉強させていただいて、それで 23年から 10年間という計画と伺いましたので、この先どう

いうふうに生涯学習その他を導いていけばいいのかというのをいろいろな角度から見て意見を述べさ

せていただければなと思っております。大ざっぱな考えですがよろしくお願いいたします。以上です。 

 

○山崎会長：はい、ありがとうございました。黒木委員。 

 

○黒木委員：区民公募で来ております黒木でございます。先ほど観光ビジョンとの兼ね合いの話が出ま

したが、発言の機会のある今、意見を述べさせていただきます。観光ということになりますと通常、区

内の観光施設に区民はもとより区外の人たちを引き寄せるという考えになります。それは地元の経済効
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果を狙うわけですから、それはそれで結構なことなので、経済課や町会、商店会等と一緒にやっていた

だければいいと思うのです。しかし、人を呼び込み経済効果を目指すと、ターゲットはだんだん区外に

向けられることになってしまいます。アカデミー構想で考える観光は、ターゲットを区民に置くことに

なると思います。そのためには、観光というキーワードで、区民を海外を含んだ区外に送り出すことを

考えるのが方向かと思います。観光旅行に出て、歴史遺産や博物館、美術館を訪問したり、オペラを聴

いたり、異国の食事をとったり、異文化の人々と交流することでどんなに学習意欲が高まるか、自主学

習グループの人たちを見ていると、その必要性とアカデミック効果の大きさを強く感じます。人を寄せ

観光案内する方法も残し発展させながら、世界を学習の場にする発想を観光部会で検討していただきた

いという思いを持っております。私は観光部会のものではありませんが、どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

 

○山崎会長：はい、わかりました。だいたいこれで生涯学習分野の委員の方のご意見は一応、承りまし

たので、次はスポーツ振興の分野の方に行きたいと思いますが、白鳥委員のところからお願いします。 

 

○白鳥委員：体育指導員の白鳥と申します。よろしくお願いします。私は今までこの前の会議体から引

き続き参加させていただいているのですけども、やはり体育指導員をやっていて今の基本構想の新しい

基本構想に乗っかっているところは切実に感じているところであって、基本的にはこの基本構想に基づ

いたアカデミー推進計画を作る必要があるとは考えております。あと今までの会議体の流れでいくとや

はり同じようなところが同じような事業をいろいろなところでやっているというところをもう少し整

理していって一本化したものが出来上がればいいかなとは感じております。以上です。 

 

○山崎会長：どうもありがとうございました。次に田辺委員。 

 

○田辺委員：体育協会から参加しております田辺です。私たち体育協会は 31 団体あるのですけども、

実際に今、子どもたちの参加が少ないものですから、これから分科会でそういうものを相談していこう

かなと思っています。それにしてもグラウンドは少ない、体育館は少ないというようなこともあります

し、アカデミーの方でも相当苦労しているのだと思いますけども、そういう点も少しこれから勉強させ

ていただきたいなと思っておりますのでよろしくどうぞお願いいたします。 

 

○山崎会長：わかりました。次、和田委員。 

 

○和田委員：文京区高齢者クラブ連合会の和田と申します。桝田委員が先にお話しされましたように、

仕事人間、会社人間にとってリタイア後をどうするかというのが１つの大きな課題であり問題なのです。

１つ悩みであるわけです。私はその意味では救われました。それは文京区の区民大学とか３年制の高齢

者大学とかありまして、それを受けることによって利害関係のない友達がたくさんできて仲間が増えた

というのが１つ。それからもう１つは文京区を、地元で 60 年間生活していながらよく知らない面があ

ったのです。それをそういう講座を通して文京区を知ることができた。例えばお寺、神社・仏閣が 150

以上も文京区にありますよと。名のついた坂は 100以上ありますよと。それも一つ一つ歩きながら自分

たちで地図を作ろうと。町並み探検とか言いながら地図を作ったりしてやってきたわけです。そういう

ことが１つの生きがいというかたちになって、仕事人間にとっては地域社会の中に入っていくというの

は難しいのです。ところがそういう友達ができることによって地域社会に入っていくことができたと。

ですから私は今、後楽町会の中でいろいろなことをやっていますし、それから高齢者クラブというのを

作ってその中でもいろいろやっているわけです。それはやはりそういう大学を通してみんなで学ぶ楽し

さとか、あるいは自分の時間がたくさんあるわけですから、それをどう有効活用できるかというところ

まで踏み込んでできたというのが一番よかったのかなと。 

 ただ、高齢者大学、あるいは講座、区民大学というのは３カ月とか長くても６カ月なのです。それ以

上のものを継続してやるところはやっていないわけです。そうすると継続するためには自分たちでサー

クルを作ってサークル活動をやらないといけないと。私の方でも２つ今、作って登録して登録団体にな
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っていますけれども、そういうかたちでやらないとなかなか継続できないという面があるのです。だか

らこれはスポーツでも同じだと思うのです。礫川マラソンというのは 35 年間続いたのです。35 年間礫

川の地区対でやっているわけです。これが礫川の地区対だけじゃなくて本当は文京区全体で参加してい

るわけですから、今は区外からも参加しているのですね。そうするとそういうスポーツのものについて

も地区対だけに任せるのではなくて文京区の全体をどうできないかとか、そういうこともちょっと考え

ていただきたいなと。そういうことです。 

 

○山崎会長：どうもありがとうございました。今度は大野委員。 

 

○大野委員：何を答えていいのかよくわからないのですが、先ほど文京アカデミー構想の概要というこ

とで課長の方からご説明ありまして、構想の意義のところに、まず生涯学習、文化、スポーツ、あと観

光、国際を足して全庁的な視点からということですので、高齢化社会を迎えて文京区が介護保険料の個

人消費率日本最小を目指すことがスポーツを生かしてできればいいかなと思います。以上です。 

 

○山崎会長：はい、ありがとうございました。大石委員お願いします。 

 

○大石委員：前回も申し上げたのですけども、私は都立の心身障害児学校に長く勤めていたことで、特

に知的障害と肢体不自由の教育をやってきたのです。その場合に卒業生を対象にしたスポーツクラブと

か文化的なそういった何々教室というのは盛んにやってきたのですが、文京区には国立のそういう大塚

もと養護学校、今は特別支援学校といいますけれども、それ以外の知的障害の都立学校はございません。

たぶん他区の方でそれを受け入れているのだろうと思います。そういうことで文京区の在住の障害児の

そういう特別支援学校を卒業した子どもたちがスポーツだとかいろいろな文化活動を盛んにやってい

く場合に何か拠点が必要だろうと思うのですけれども、ちょっと私の周りには見当たらないのです。確

かに子どもたちも孫も文京区のいろいろな PTA活動とか学校開放とか学校の施設開放で大変お世話にな

っていますし、私自身もいろいろとそういった恩恵を受けているのですが、一番心配なのはそういう特

別支援学校の卒業生をどういうふうにこのアカデミーの方で受け入れてくださっているのか。現状はち

ょっとつかめないものですから、もし今後そういったことがはっきりしてきたらぜひ位置付けをしてい

ただきたいと思います。 

 もう１つはスポーツ関係の各施設のグラフの状況はよくわかりました。ただ非常にわかりにくいのは、

平成 18 年度だけがぐっと落ちているのはどういうわけか。それから昨年度から今年度にかけて新型イ

ンフルエンザの影響がどこまで出ているか。施設利用で学校行事等がかなり中止になっていますので、

その辺もお聞かせいただきたいということと。それからどの辺までこれは利用すると理想的なのか。た

だ現状はこうですというだけでははっきりしないので、将来的に足りないというのはどこでどう足りな

いのか。どこまで増やせば十分満たされるのかという点も構想の中でぜひ言っていただきたいと、そう

いうふうに思います。以上です。 

 

○山崎会長：ありがとうございました。今ご質問がありますが、すぐお答えにならないで、ちょっと問

題だとして受け止めておいてください。今、スポーツ分野がだいたいこれで終わりましたので、次に文

化芸術分野のご意見を伺いたいと思います。笠井委員から発言願います。 

 

○笠井委員：市民の枠で入らせていただきました笠井と申します。ちょっと１回目はお休みさせていた

だいたので初めてなのですけれども、私は３年前に文京区に引っ越してきまして、それで去年、文京区

民によるミュージカルに参加させていただいて、自分から応募してやる行事だったのですごく市民の方

のやる気が高くて、ミュージカルの学校の先生に直接指導を受けていたのでとても有意義な時間を過ご

せたのです。そこの参加者の方が例えば小学校以下の方だとか中学生だとか、または主婦をされている

方だとかすごくいろいろな世代の方が集まっていて、そういう方々と一緒に踊りを踊ったりだとか歌を

歌うことによって交流ができて、すごく私の中でも、例えば仕事のリフレッシュになったりだとか。あ

とは主婦の方の話を聞いたり中学生の生の意見を聞いたりだとかしてすごく自分の中で勉強になった
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点が多かったなと思ったので、それでこういう機会をもっと設けられたらいいなと思って応募しました。 

 私の中で感じている課題というのが、やはりそういうイベントはたくさんあるのに若い世代にはあま

り伝わっていないという印象があるのです。その１つは例えば広報活動にしても私は区民だよりでその

イベントを発見したのですけれどもメーリングリストで流すだとか、あとはホームページ上でもっと積

極的に案内するだとか。あとはいろいろ看板とかもあると思うので、そこももうちょっと目立つような

広報活動をしていったらいいのかなと思っています。ただ、文京区に引っ越してきて、例えばいろいろ

な坂に歴史のことが書いてあったりだとか、そういった点で歴史に触れられるというのはすごくいい点

だと思っていて、私はすごく文京区に引っ越してきていいなと思っています。ありがとうございます。 

 

○山崎会長：柳澤委員、どうぞ。 

 

○柳澤委員：公募委員の柳澤でございます。私は 15 年ぐらい前から文京区にいる、その前は生まれた

のは港区の麻布で育ったのですけど、文京区というのは非常に恵まれていると。東京の大中心の江戸城

といいますか霞が関から隣接している区ですし、それから文化施設、図書館、博物館そのほかも数多く

あって、大名庭園もあると。港区あたりは新橋があったり芝浦があったり麻布があったりいろいろてん

てんばらばらなんです。ところが文京区では本郷と小石川でまとまっていますから、非常にいろいろな

ことがやりやすい区であると思うのです。シビックホールという大ホールもど真ん中にありますし。だ

から文化芸術分野からいくとかなり恵まれているのですけども、あんまり有名でないと。ほかの区から

比べて目立って文京区はいいのだという感じがないのです。この行事予定を見ましてもシビックホール

でいろいろな行事をいっぱいやっているのですけれども、努力しているわりにはもう１つ目立っていな

いと。 

 どうしてかと思いますと、やっぱり先ほど観光ビジョンということであれは観光ビジョンが先行して

いるのです。芸術分野のビジョンというのがあるのかもしれませんが、私はあまり聞いたことないと。

やっぱり区民全体でこの文化分野をもっと推進していこうという母体といいますか。私はインタープリ

ターということで今、一生懸命勉強してやっているのですけど、何かそういう全体を盛り上げる推進母

体というのはどうしても。先ほど笠井さんは言ったのは広報もみんなそうですけれども、そういうもの

がやはり慎み深いといいますか、文京区は、アグレッシブでないのですね。そこのところをどうしたら

いいかと考えているわけです。例えばこの図表の統計を見てから来たのですけれども文京区の唯一の施

設であるふるさと歴史館、入場者数が減っているのですね。だからその辺のところも含めて、何かやは

り１つダイナミックな動きが必要じゃないかと。以上でございます。 

 

○山崎会長：どうもありがとうございました。次に長尾委員。 

 

○長尾委員：私は出身母体からの意見の反映ということもあるのですけれども、それよりはこうした文

京アカデミーという提案のところに首を急に突っ込んだという感じでおりまして、そういう意味で私は

区民としてのいろいろな、このアカデミーで行うところの行事に幾つも今まで参加してまいりました。

そういう意味では大変にユニークで有益なものがたくさんあるということを感じております。前歴は筑

波大学で医学関係の教員をしておりました。その中では医学誌なんかも報じていたのですけれども、そ

んな関係から申しまして前に行われました日本医大の前身の創立史の講座がございましたけど大変に

ああいうものはよかったと思っております。感心しましたのは明治の 20 年代に男女共学であって、そ

して入学資格は問わない。だから野口英世が出たり、あるいは女子医大を作った方ですね。吉岡さんで

すか、そういう人たちが出たという話もありまして、とてもいい講座がありました。 

 それから感覚の講座というのがあって、これは３年間かかったのですけれども特に去年は触覚の話で

私も非常に興味を持ったところです。これも非常にユニークな、感覚の話といいますといかにも人間の

感覚器官はこれこれだって、脳まではこうやって行くなんていうようなそんな話じゃなくて、今はもっ

と感覚を大事にしなきゃいけないという、そういう講座がございました。それからそれと並んで表面科

学、サーフェス・サイエンスといいましょうか。表面科学会と提携といって、いろいろなものの表面。

人体の表面の問題は一番問題なのですけれども、死体の表面の問題とか、そういうことをやる学会があ
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りまして、それとこのアカデミーとの連携で講座があった。これも大変にユニークな話でもって有益で

ございました。 

 それからもっと実際的なものとしましては昨年ありましたけれどもリコーダーを東邦音大でもって

教えるという授業がありました。これもなかなか、リコーダーという楽器自体が素人向けですけれども、

しかしやってみますと古楽器だから面白いものなのですが、そういうものの講座。それから音楽などで

は「響きの森」のシリーズが毎年実はありますし、それから区内の大学のジャズコンサート。それから

変わったものとしましては歌を歌う声楽の体験会というものが無料で受けられて、それを通じて声楽を

習ったり、あるいはコーラスをやったりというようなところに入っていく道筋があるということの体験

もしましたのでよかったと考えております。 

 ただ問題は、そうしたものの PR がやっぱり少ないのではないかということ。PR というのは「こうい

うものがありますよ」ということだけではない。つまり区報などにはそういうのは出てはいるのです。

ここでいつ何があるか。しかしどんなによかったかといったようなその PR がないのです。ですからイ

ベントがあることだけ知っても行くそのモチベーションがわかない。そういう意味ではもっとそういう

モチベーションをわかせるような何か手立てを今後は考えるべきだし、そしてそういうことがまた生涯

学習につながっていく。 

 それから公園の問題。公園というのはパークの問題。公園なんかでも今、ほかの区の例がありまして、

ただ公園を作るという意味じゃなくて一つ一つの公園にそれぞれの特色を持たせる。例えば〓看板〓を

置いておくとか。あるいは全体の野原にしてしまうといったような区もあるのです。それから観光の問

題ではおそらく文京区も、これは私、知らないのですけれども、どこかほかの国との姉妹都市といった

ような問題はあるのだろうと思うのですけれども、そういったようなものも、もしあったとすれば活用

していくということで、そんな意見を述べられたらいいと思って私はこの委員会に出席させていただい

ているわけでございます。以上。 

 

○山崎会長：ありがとうございました。楢崎委員お願いします。 

 

○楢崎委員：文京区書道連盟からまいりました楢崎と申します。書道を通しましての文京区へのいろい

ろな事業をさせていただいております。仕事としましては書道連盟展、それから文京区の区展がござい

まして、そのときに書道連盟を通しましていろいろとお手伝いをさせていただいている状況でございま

す。文京区には大勢の書家がいらっしゃると思いますけれども、もっともっと PR をして大勢の方に参

加していただきたいとかねがね思っておりますけどなかなか力不足でそのような方たち、とても書に親

しんでいらっしゃる方はいらっしゃることはよくわかっているのですけどなかなか参加していただけ

ないという。それをどのようにかしてもっともっと広く参加していただきたいということが一番の念願

です。 

 例えば私どもの活躍しているところでは日展とか読売展とか毎日展、あるいは産経展とか大きな展覧

会はたくさんございますけれども、そういうところに参加している人たちよりもむしろ区民としての楽

しみをしていただいている方たち、そこにスポットを当てていきたいと思っております。 

 それから子どもたちにもう少し書道に親しんでもらう場面を作る。そういうことが、この区を通して

いろいろなよその区でもやっておりますし、書道連盟とか大きなところでもかなりそういう事業をして

広いところで活躍しておりますので、文京区には大勢の子どもたちはおりますから、ぜひそういうこと

で何かお力をいただけたらと思っております。以上でございます。 

 

○山崎会長：ありがとうございました。次は観光分野に移りたいと思いますが、新保委員から発言下さ

い。 

 

○新保委員：東京商工会議所の新保です。よろしくお願いいたします。私は観光ビジョン策定協議会の

委員も務めさせていただきまして、また現在、基本構想の策定協議会のメンバーにも入らせていただい

て観光関連の分科会に分属させていただいております。 

 今回はアカデミー構想のこの資料等を拝見しているかぎりでは先ほど黒木委員がおっしゃった意見
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とまったく同感で、アカデミー推進計画で観光を議論する場合には非常に狭い、経済効果は抜いた生涯

学習、またあくまでも区民に限定したみたいなかたちでの議論しかできないのかなと。ただ観光に欠か

せないのはやはり経済的な側面というのは非常に重要ですし、確かに今、住民の方を区民ということだ

けではなくて昼間区民も区民であるという発想で基本構想もやっていますから、このアカデミー推進計

画も住民の方、昼間区民の方を含めて計画をやるということであれば経済を除いた観光については議論

できるのかなと。ただ、その経済を入れたときにはかなり無理があるのかなという気がしております。 

 それで３～４年前に、区では実はその観光を所管しているのは区民部経済課だったのです。３～４年

前から今度はアカデミー推進部に移ってきたのですけれども、この所管自体に私はちょっと無理がある

のではないのかなと。文化の側面、生涯学習の側面だけで観光をやれといえばもちろんその議論はでき

るのでしょうけれども、観光の視点で欠かせないのはやはりその経済活性化、消費活性化というところ

ですから、これを抜きに観光を議論するというのが果たして適切なのかどうかという疑問もございます。

以上です。 

 

○山崎会長：ありがとうございました。上田委員。 

 

○上田委員：上田と申します。文京区商店街連合会から参加しました。これで２回目ですね。先ほど隣

の商工会議所の新保事務局長さんからお話しあったとおり、商店会という観点から見て観光という切り

口で考えた場合かなり難しい部分があるなと思っております。しかし、先ほども新保さんはおっしゃっ

たとおり、観光の中には地域の活性化というものはどうしても必要なわけです。人が集まってくるよう

な場所、それから人がそこで滞留できるような環境、それから来てもいいなというようなその対象。そ

ういうものをわれわれ商店会の方でいろいろと考えていたわけです。 

 例えば私は地元の町会の町会長もやっておりまして、今の座長さんの跡見学園の前に昔、明治のころ

にありました柳町のすぐ向かい側で住んでおります。そういうところの中で今、文京区は五大花まつり

だとか、そんなようなかたちで人を集めようということを考えております。その中で五大花まつりとい

いましても、かなり古い建物やなんかを対象にして動かしているわけです。例えば今、湯島の菊まつり

でしたら天神様、つつじまつりでしたら根津神社とか。根津神社ですと結構いろいろな話がございまし

て、落語の世界でも結構出てきます。それから白山神社だとか。そういうところを使いながら何か観光

の中のアカデミーという部分、こういうものを何か考えていきたいなと思っております。 

 まず文京区とコラボしている今、アカデミーという観点からいきますと、例えば樋口一葉さんの件だ

とか、それから佐藤八郎さんだとか。森鴎外さんはほかの地域とあまりバッティングしていないですけ

ど（笑）。樋口一葉さんなんか特に最近、塩山の方、山梨県の塩山ですね。あちらの方が結構にぎやか

なのです。文京区の方は結構取られているかたち。特に台東区とか竜泉の方が人気はありましたよね。

今、本郷の何と言ったっけ、あそこは？ お寺さんありますね。今、一葉さんの命日のときに何かやっ

ている場所がありますよね。あそこでも塩山の方から観光協会の人が来て一生懸命盛り上げているわけ

です。文京区の場合はちょっと後ろの方に回っているようなかたちですので、この辺を何とか前に出し

て商店会という中でアカデミーという部分をどういうふうに見ていくか、進めていくかということを今

度は分科会の方でちょっと考えてみたいと思っております。 

 

○山崎会長：はい、ありがとうございました。山本委員。 

 

○山本委員：山本でございます。今、皆様のいろいろなご意見を伺っていまして大変私自身が勉強不足

であることを自覚させていただきまして、これからまた頑張っていきたいと思うのです。ただ、私はこ

の「区内まるごとキャンパス」、この言葉が大変好きでして、ぜひこの構想は、時間がかかるとは思う

のですが実現させていけたらなと、未来の子どもたちのためにもそんなふうに思っております。今、現

在、英語観光ボランティアの講座を受けさせていただいているのですけれども、生涯学習司やサポータ

ーの会ですとかインタープリターの会の皆様はネットワークを今、徐々に広めつつ、皆様、固めつつあ

るのですけれども、この英語観光ボランティアの方でもネットワークをぜひ、３期まであるのですけど

もまだ出来上がっていない状態ですので、この辺からしっかりと土台を作り上げてからかなと。まだ、
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すみません、大変勉強不足なのですけれどもそんなふうに思っております。 

 あと、10 年、20 年先のことも考えますとやはり少子化はありますが、子どもたちにもぜひこういっ

たものがあるのだぞということは、すぐに参加させなくてももちろんあれなのですけども、いつも身近

にあることは少しずつでも気付かせていけたらなとは思っておりますが、これからもまた勉強させてい

ただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

○山崎会長：ありがとうございました。次に市川委員。 

 

○市川委員：区民公募の市川でございます。観光のグループに入っておりまして、私の前にいらっしゃ

る新保さんと上田さんのお話を聞きまして、僕は観光地に行く方の立場ではいろいろ楽しんできた方な

のですが、実際に新保さんから上田様ですかね。失礼しました、上田様。そういった誘致を計画すると

いうことにはあまり慣れておりませんでしたので話を聞いて、観光のグループに入って若干喜んではい

たのですが、結構大変なグループなのだなというのを実感しております。ただ、私は観光地に行くとい

う楽しみを持って行く側ですので楽しみを持って行けるようなことを考えていけばいいのかなと考え

ております。ただ、それが何であるのかは座長の野口先生からもいろいろお聞きしてこれから検討して

いけばいいのかなと思っています。 

 それが観光についてなんですが、１つ、今週の始めですか、先週末ですか。文京区の方からこの協議

会に送られた資料でわからないのがあるので２～３質問させていただきたいのでよろしいでしょうか。

文京区の特性ということでいろいろ先ほど大石様の方からもある施設の利用がどうなっているという

現状があったのですが、その評価がないので、当然各施設の利用とか利用時期の問題とかいろいろある

かと思うのです。ある施設を作ったからにはその施設を運営する管理レベルがあるはずなので、その管

理レベルをよければ教えていただきたいと思っています。その管理レベルが壊れるとどうなるのか影響

等も考えられていると思うので、そういったのがあれば非常に読みやすかったなと思っております。 

 それから２点目ですが、そのいただいた資料で、送られてきた資料の 26 ページから今までの基本構

想にのっとった施策でやられていたというのがあったのですが、観光については観光ビジョンができて

おりまして、それにのっとった実施計画書はあったのかないのか教えていただきたいと思っております。

もしあるならば、その評価も当然そろそろやられているのではないかと思いますので、特に観光につい

てぱらぱら見ていったのですが１個もなかったものですから、ぜひお願いしたいなと。過去の実績とか

何をやろうとしたかというそれを知りたいと思っております。 

 あとは全般的なことですが文京区役所なのです。よく私はふらふら歩きますのでいろいろな区に行く

のですが、区役所の対応は、文京区は大きすぎてあまりよくないと受けています。特に入り口を入って

すぐですね。ほかの区、例えば豊島区とか荒川区、江戸川区、こんなきれいな建物じゃないのですがと

ても親切に対応していただいているという印象は持っております。これは文化の違いなのか、それとも

そもそも文京区というのはそうなのかちょっとわかりませんけれども、「だから何だ」と言われると私

も困るのですけれども、ちょっとそのような印象を、感想を述べさせていただきました。ありがとうご

ざいました。 

 

○山崎会長：一応そういう問題が出ているということだけ今ちょっと押さえておいてください。質問も

ありますけれども今はとにかく一応は後でということで、奥田委員お願いします。 

 

○奥田委員：東京観光財団の奥田でございます。新聞だとかテレビに出てくる観光というと 1,000万だ

とか 1,500万だとか、もっと前倒しで 2,500万という数字ばっかりが出てまいります。私は昨年、文京

区の観光ビジョンの検討に加えていただいた経験も踏まえて、観光に対する地域の対応力というのがや

っぱり観光事業のすべての根源なのだろうと思っています。それでまた今回こういうかたちでもって文

京区のアカデミー、どの程度観光を盛るかというのはちょっとよくわからないのですけれども、これに

参画をさせていただいて大変いい機会を与えていただいたと感謝しております。一生懸命勉強させてい

ただきます。 
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○山崎会長：ありがとうございました。それでは白井委員。 

 

○白井委員：観光協会の白井でございます。昨年、東京都が観光に力を入れるということを受けまして

文京区の観光協会としましてもシビックセンターの 17 階に事務所がありましたのを区長の英断により

まして１階に事務所を構えさせていただきました。これは何のためかといいますと、文京区にはたくさ

んの史跡ですとか本当に財産をたくさん持っているにもかかわらず区民の方がまったく知らないとい

う方がほとんどでして、これをどのように告知、皆様に広く知っていただくかということをまずやらな

ければいけないということと。あと最近、文京区の中も歩いている方たちがすごく多いです。いろいろ

な史跡をルートにして歩かれている中で他区の方たち、あるいは当区の方たちがやはり文京区の中でど

こをどう歩いたらいいのだろうかという文京区の観光案内のお問い合わせが非常に１階に移りまして

から多くなりました。そういうことで取りあえずその観光、文京区の史跡ですとかそういうものをとに

かく知っていただくためには何をしたらいいのかということを今、いろいろ模索して、いろいろな資料

を作って皆様に配布をさせていただいております。その観光ビジョンというのもございますので、これ

からその観光ビジョンをまたもとにしまして現実に、これは今回、商工会議所の方や商店連合会の方た

ちとご一緒にこの文京区の観光を活性化するために皆様で力を合わせてどういうふうにしたらいいの

かということをやりたいなと思っております。 

 

○山崎会長：どうもありがとうございました。次に国際交流というかたちになろうかと思いますが、本

松委員からお願いします。 

 

○本松委員：中学校ＰＴＡ連合会の本松です。私、国際分科会ということで、私は中学校の方というこ

とで資料の方にも年少人口は老年人口と同じぐらいということで、これから生涯学習ということで先ほ

ど来お話に出ていますように、基本的には子どもたちがどうやって文京区を見、文京区の中で育ってい

ければというところの視点でわれわれ、保護者の方ですけれどもそういう視点でつながり等について国

際の中でお話をできればと思っています。学校の方では国際理解教室等々で文京区の８割を占めるアジ

アの方とかとは接点はしているのですけど、それはそこの時間だけで終わっているので、それが家に帰

ったり、地域の中で広がっていけるような、そういう視点でこの国際交流という学校とのかかわり、子

どもたちが見て感じているような話については私どもの方では保護者からいろいろ聞いておりますの

で、そういったところを膨らませながら、この文京アカデミーといいますか、そういったところにつな

げていければなと思っております。以上です。 

 

○山崎会長：はい、ありがとうございました。 

 

○本松委員：１点、アンケートで 20 歳以上ということで子どもたちの意見は反映されないのだなと思

って、これは保護者から聞けということだと思いますけど、ちょっと残念だなと。蛇足ですけど、すみ

ません。 

 

○山崎会長：次に伊藤委員。 

 

○伊藤委員：私は文京区の男女平等センターを指定管理者として管理運営をしている女性団体連絡会か

らまいりました。ここでは 20 年からの歴史がありまして、男女共同参画社会を作ろうということで、

それが主目的でいろいろなセミナーや講座を続けてきたのです。その中でたまたま今度は国際分科会と

いうことで思い返しますと「世界の女性たちは今」というテーマでずっと今まで大学の先生や、また現

地の方たちと、私どもの委員のネットワークでそれぞれの方をお招きしてセミナーを行ってまいりまし

た。それからもう１つは世界の楽器シリーズというのもずっと続けておりまして、いろいろな国のメン

バーが現地の方が演奏してくださった。これはセンターまつりというのを毎年９月に行っていますけど、

ここに必ずそういう世界の楽器を演奏していただくということをやってまいりました。ですからセミナ

ーなんかの場合は特に大使館、直接アタックなのですね。大使館に直接電話をして「世界の女性たちは
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今」というテーマでお願いしたいということでお招きしてきたということがあります。それから世界の

楽器シリーズの方では、去年は海外青年協力隊で行っていた青年たちが向こうで学んできたガムランの

演奏をしてくれたのですけど、そういったかたちで招いて区民に啓発をする、お知らせするという、そ

ういう活動はしてきているのです。 

 ただ、この文京のアカデミーの構想からいくと常に単発な事業なわけです。そして、ただ知識を受け

入れるというかたち。そして区民の方にいろいろな情報を与えるというだけの活動をしてきたなと今、

思ったわけです。これからはそれが文京区の中に国際交流としてある国と本当の文化の交流ができるか

どうか。それはやっぱり課題だなと今、聞いていて思いました。幾つかの国との逆に交流が定着をして

いく。そしてもっともっと文京区が海外に強い区になれるような活動が今度この新しいアカデミーの中

でできたらいいなと思いました。以上です。 

 

○山崎会長：はい、ありがとうございました。次は國分委員。 

 

○國分委員：区民公募委員の國分でございます。私は文京区に長く住んでおりますけどもほとんど海外

の仕事をしておりまして、海外で暮らす期間は長かったわけですけども、海外のお知り合いの方が日本

をどのように見ているのかということを感じたり経験したりということが非常に多かったと思います。

自分のそういう海外のキャリアを、一通り区切りをつけまして日本に戻ってまいりまして、やはり国際

ビジネスとか国際交流の仕事はもうそろそろ打ち切ろうと。 

 これは話をしますと長くなりますのでまた違った機会に申し上げますけども、国際交流とかそういう

ことが非常に難しいということを長い経験の中で実感しまして、日本に帰ってまいりまして文京区の講

座でありますインタープリター講座というものをすぐ受講しました。この理由は日本の歴史と文化とい

うものを伝達していくのだ、そういう人材を育てるのだということで、やはり自分が海外に長く暮らし

ていたということから来る、欠けている点といいますか。やはり日本の歴史と文化をまず勉強しなけれ

ば国際交流の「こ」の字も語れないなというのが海外にいましたときの実感ですので、そういうことで

インタープリターの講座を受けまして、これで３年今、受講しております。 

 インタープリターというのはいわば日本の歴史文化をお伝えすると。日本というのは文京区の歴史と

文化をお伝えするというかたちの人材を育成するということですので、自分の今までのそういう歩みを

踏まえて今、勉強しておりますその講座の内容を活用することで進んでいきたい。ただ、今、申し上げ

ましたように国際交流というのは非常に難しい課題なものですから果たしてどの程度この提案ができ

るのかなということは今、率直に感じている点です。 

 そういうことで今日の会議の前に文京区の周りの新宿区とか豊島区とか、そういうところのホームペ

ージを一通り拝見しまして、国際交流というところに絞って他区がどのようにやっているのかなと実は

見ておりますと、残念ながら形式的な基本ビジョンとかそういうものに終始している区がほとんどでし

て、果たしてこれで国際交流というものが実際に地方自治体でできるのかなというのが率直に感じた点

でして、これはもう分科会でまたそういう内容をお話ししなきゃいけないことだと思うのです。 

 端的に言いますと形式的な計画とかビジョンは具体的にはやはり行政で進めるのだということ。国際

交流というのは姉妹都市協定を交じ合わせたり、ホームステイのそういう協定を交じ合わせたりという

ことが各区のところに書かれています。やはりホームステイの提携を交じ合わせましても、海外へ行き

まして文京区なら文京区のお子さんが文京区の歴史と文化を相手先のお子さんに伝えられるのかどう

かというところが非常に重要なポイントではあるわけです。それがどうしても学芸員とか、そういう行

政の立場で進めていくというふうにとどまっているような印象を受けました。そういう意味では文京区

の方ではインタープリターを含めて区民参加の生涯学習ということを今まで進めていますので、そうい

うところがこの国際交流の分科会でこれからご提案をする１つの切り口かなと、このように思っており

ます。以上です。 

 

○山崎会長：ありがとうございました。熊田委員。 

 

○熊田委員：公募委員の熊田と申します。私は生涯学習を推進する市に勤務しておりました。現在は退
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職しております。その経験からすると、生涯学習と町づくり、生涯学習推進が町づくりに結び付くとい

う、その考えはすごく自分が好きでいますので、結構、今、教育の予算も削られてきているし、生涯学

習に行政がかかわるというのはだんだん減ってきているように思うのですけれども、そういう中で文京

区はそういう特色を出していこうというところはすごく個人的にそういう区に住んでいることをうれ

しく思っています。国際交流の分科会に所属しているのですけれども、国際交流に限ったことではない

と思うのですが生涯学習に参加する人はやはり限られてしまうというのが１つ問題点としてあると思

います。実際に参加した方が地域に戻って、また地域で広めていくような仕組み作りが必要ではないか

と考えています。以上です。 

 

○山崎会長：どうもありがとうございました。森岡委員。 

 

○森岡委員：キーウィクラブの森岡でございます。私はキーウィクラブとして今まで文京区のイベント、

皆様のお手元にあります国際交流フェスタ、その他のイベントに何回か参加させていただいておりまし

て、これからの文京区の国際化といいますか国際交流といいますか、その辺につきましては区の姉妹都

市の今後の関係。それから今、区にはだいたい 7,000人ぐらいの外国の方がおられるようですが、その

方たちとの関係。ということは国際交流、内に向かっての交流、それから外に向かっての交流というも

のが大きく考えられると思うんです。そういう問題を考えながら、先ほどお話もありましたように区と

してその国際化をどういうふうにお考えになっているかということをもう少しお聞かせいただいた中

で分科会の中で具体的な問題についてはお話をさせていただきたいと思っております。国際交流という

点を考えますと、ここにあります分科会。例えばスポーツの交流もありますでしょうし、文化の交流も

ありますでしょうし、いろいろな分科会とのかかわりが非常に出てくるのではないかと思いますので、

そういうかたちの中で進められたらよろしいのではないかと思っております。 

 

○山崎会長：はい、ありがとうございました。最後になりましたけど佃委員。 

 

○佃委員：私はアジアからの留学生のお世話をしている佃と申します。国際分科会の方では、今、思っ

ているのは文京区がまるごとキャンパスという、この発想は非常にうれしい発想で、たぶん世界の中で

もフランスと幾つかしかない発想ですので、これは１ついいと。歴史的に見るとどうなのかなというと

ころで神田神保町がその主役を以前担っていて出版物、いろいろなことで若者が産業を作りだしていっ

た。それが大きく広がって文京区という広い地域にまたがっていったところがこの明治以来ありますの

で、そういった意味で文京区がこの教育という立場から学校というものが、たぶん私は実態が本当はわ

からないんですが、どれくらい日本の中で一番多いとか、あるいは面積あたり多いとか１人当たり多い

とか。あるいはほかの区から流入が多いとか。つまり世界一の教育地域なのかどうかとか、そういった

ところはまだよく私も調べたことはございませんので、こういったものをとにかく自分の第一シンボル

として強烈にアピールできることが１つ重要です。その具体的なのはもちろん東大さんとかそういうの

はありますが、国際化という点を含めましてこれから、特に文京区にある大学の方には協力がなければ

もちろんできないことですので、そういったところは非常に興味があります。 

 いわゆる外国人社会というのは文京区の場合には産業が育っておりませんので、そういったいわゆる

外国人ということはちょっと無理なのだと思っております。したがってそういう意味で国際化といった

ときに外国からの留学生、今、政府が 30 万人計画ということでイギリスにはとても及びませんが、あ

るいはフランスにも及びませんが、とにかく 30 万人やっちゃおうということでやっているわけです。

そのシンボル的位置が地域としては文京区も持っているわけです。そういう意味でそういったところで

外国から見てもすごい国際教育村だと言えるような町、そこの中に本屋もあれば何とかもあればという

いわゆるコンセプト作りの町が育つのかどうかと。秋葉原だったら世界一のところで、あるいは巣鴨だ

ったら高齢者が遊びに行って一番生き生きする地蔵通りを持っているとか。それは世界にありませんか

ら、そういった意味での特徴が果たしてアピールできるかというのはやっぱり観光にもやがてつながる

ところで、そういういわゆるキャンパスが本当に観光化できるためには持っている資源を、施設および

全部を活用しなければとてもできるものではありません。観光というのはそこに自信があって特徴があ



 20 

るものをアピールすることができるということですので、そういった意味での何か視点の絡みがあった

らいいかなと大上段に思っております。 

 そのためにはやはり町をつくるという受け入れをする、これから高齢化する社会、少子化と高齢化が

同時に入ってきているという基本の背景がここのコンセプトに入っておりますが、そうしますとそこに

いわゆる第三者のカンフル的な国際化というものがどういう影響を人生生活設計の中で起こってくる

のかというところに、その子どもたちが市外からもたくさん入ってきているということであれば、そこ

で国際理解教育というものが多く取り組まれれば新しい社会の子どもたちが成長して出てきます。それ

から高齢者の場合には活性化ということでやはり刺激というものは違うものを少し少し触れることで

心の活性化が生まれて、これだけ年を取ったけど新しいものもまたあるのだよということ。それからま

ったく知らない人にも教える。そういうことでいわゆるソフトウェアの生き生きしたものは作ると。そ

れをどうやってハード面で作り上げていくかというのはまたもう１つあると思うのですが、そういう視

点でもしやれたら、ちょっとでもと思っております。 

 私どもが実際にやっているのは小学校の理解教育であったり日本語のボランティアの方々に施設を

提供したり地域の人と、おじいちゃん、おばあちゃんの町内会の人たちと一緒に食事を作って食べたり

とか。それから大きな秋まつりといってそこの地域の方にたくさん遊びに来ていただいて踊りを見せた

りとか、そういうものをやっている、いわゆる町内会レベルでしか動いてはおりませんが、何らかのか

たちで文京区がそういう世界一というようなものを目指していただけるとありがたいなと思っており

ます。以上です。 

 

○山崎会長：はい、どうもありがとうございました。１人２分で 50 分の予定が、委員の皆様の思いが

１時間になりました。本来はここから活発な議論を展開するというのが一番望ましいわけですけれども

すでに時間がかなり迫っております。 

 それで実は座長になる先生方にこれから進めるにあたって、今日の意見を踏まえた上で少し議論の方

向性みたいなところをお１人ずつお話しいただけるとありがたいと思います。まず野口先生のところか

らいきますか。 

 

○野口委員：観光分科会の座長の野口でございます。観光分科会の皆様のご意見、それからほかの分科

会にご所属の方でも観光に関するご発言をいただきましてありがとうございました。私は当初、前回も

申し上げて不安を抱いたように、やはりどのように観光というのを位置付けるのか。定義すると言うと

ちょっとオーバーですけども、この組織、この会議の中で、もしくは分科会の中でどう扱うかというこ

とについてはやっぱりきちんと考えなきゃいけないのかな、限定しなきゃいけないのかなという意識は

持っております。観光ビジョンのこういう、これは概要版ですけど拝見しますと、観光振興に取り組む

意義として社会的効果と経済的効果がありますので、もしかしたらここではやはり皆様ご指摘のとおり

経済的効果というのはちょっと置いておいて社会的な効果、社会的な効果の中には歴史・文化的な部分

というのも入っていますので、そういった点になるのかなと思っています。 

 ただ、先ほど外から来た人をガイドで案内するということを含めるのか含めないのかというご議論も

あったと思うのですけども、観光というのは自ら観光する、つまり国の光を見に行くというのもあるの

ですけども、観光の観という字は「観（しめ）す」とも読むのです。ですから自分たちの優れた文物を

外から来た人にお示しする、見せるというところもあると思うのです。ですから自分たちの生活文化の

客観視というんですか。そういったことも１つはあると思います。 

 ですから、例えばもしここがこの会議の中で重要なテーマが「学び」ということだとすれば、それは

やっぱり、よくこういう言い方をするのですけどよそ者を通じた学びというのですか。外から人が来る

ことによって、よそ者という言い方はすごく排他的な言い方ですけど、しかしよそ者という刺激を受け

ることによって自らが自分たちの町ってどういう町なのだろうとか、ほかの町と比べてどこが優れてい

るんだろうと。そういうことを見直すきっかけになるという学びの機会なのかなと感じておりまして、

そういった意味合いでその観光をとらえるとすればまさに生涯学習であり、結果的にはそれが区民の皆

様にとっての、先ほどアカデミックな部分というお話はありましたけども、そういったことも同時に達

成できるのかなと思っていまして、担当の課長さんなんかともご相談しながらちょっとその辺のバラン



 21 

スを取って進めてまいりたいと思っておりまして、今日は一番私が悩んでいるのではないかなと自負し

ております。ありがとうございます。 

 

○山崎会長：どうもありがとうございました。青木先生、どうぞ。 

 

○青木委員：順天堂の青木と申します。前回は欠席させていただきました。申し訳ございません。医学

部はご近所にあるのですが、私の所属しているスポーツ健康科学部というのは千葉県の印旛村という村

にございまして、正直言いましてここの文京区にどれほどの体育施設があるのかもわかりませんし、あ

る意味ではよそ者なのかもしれません。皆様委員の方々の意見を聞いて「なるほどな」と思う部分もた

くさんございましたし、これからいろいろな意見を出していただけるのかなという期待もしております。 

 さて、スポーツ振興といいますと少し専門的な話になってしまうのですが、スポーツ振興基本計画と

いうのが文部科学省の方で出されています。それに基づいた流れの中でいくと、キーワードになってく

るのがいわゆる総合型の地域スポーツクラブというところは非常にどこの市町村も活発にやられてい

ると。それとともにそこで扱っていく使用者を育成していくというところです。つまりハード面として

スポーツ施設をどうとらえていくのか。それからもう１つはソフト面として指導者を育成するのをどう

とらえていくのかということがスポーツ振興基本計画の中では大きく述べられていることだと思いま

す。 

 それに加えてスポーツ振興基本計画の中では競技力向上ということも１つの文字として出されてい

ます。具体的にはこれは JOC の関係のこともあるのですけれども競技力というものをどうとらえるかと

いうような側面もございます。 

 文京区のこの中ではここら辺をどう扱っていくのかというのは非常に私としてはまだ見えないかな

という部分です。場、つまり今あるスポーツ施設をいかに充実していくのかという方向でいくのか。も

しくは先ほど来言うように指導者の育成、ソフト面を充実していくのかということは、これは行政の方

の方々とも相談をしていきながら方向性というものは聞かなきゃいけないかと思っております。 

 それとあと１つは子どもから高齢者ということは非常に今、重要な課題になっておりますので、特に

委員の皆様方にはハード面のことをどうしているのか、ソフト面をどうしているのか。それからあとは

多分野との連携もしなきゃいけないということと、見てみますと非常に事業もスポーツというカテゴリ

ーの中にずいぶんといろいろ入っているので、ここら辺は他のところと共生していかなければならない

ものなのかというところで、先ほど競争化というお話がありましたけれども、これは共同のようなかた

ちで連携していくというかたちでやっていかなきゃいけないのかなと思います。いずれにしてもスポー

ツというと子どもから高齢者というと生涯学習というのは１つのキーワードになってきますので、ここ

ら辺との兼ね合いも含めてスポーツの側面から議論をしていければと思います。以上です。 

 

○山崎会長：はい、どうもありがとうございました。水越先生、お願いします。 

 

○水越副会長：東京大学の水越です。１つは、僕は文化芸術というところなので文化芸術のことについ

てなんですけれども、今日は４人の方にお話をいただきましたが僕はまずはその委員の皆様とじっくり

話をしてみたい。今日も非常にいいお話をいただきましたのでもっといろいろなことがあるのではない

かと思います。これが公式的にどういう会がどういうスパンであるかというのはちょっとわからないの

ですけど、ちょっといろいろいわゆるブレインストーミングというのですか。そういうかたちであれこ

れいろいろなご意見をいただいたき、というようなことをやりながら、どっちかというとボトムアップ

でやっていきたいと思っています。僕は行政的なものにあまり慣れていないので抽象的なところから話

をしていくと何だかよくわからないということがあるので、やっぱり具体的なことからマップを描いて

いきたいと思いますので委員の皆様、どうかよろしくお願いします。 

 文京区の場合には先ほどどなたかがおっしゃいましたけど比較的、史跡があったり大学があったりい

ろいろあって、そんなに有名じゃないかもしれないけどいろいろあるということで言うといろいろやり

ようはあるはずだと思います。今までやられてきていることもかなり面白いことがあると思うので、何

か、相撲で言うと今から 15 戦全勝するというよりも８勝７敗のものを 10勝５敗とか９勝６敗にするみ
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たいな感じで、ちょっとよくしていくというぐらいの考えでやっていくのが一番いいのではないかと思

います。 

 あと、僕らの部会のことをちょっと置いて全体で言うと、さっきちょっと言いましたけども乱暴で申

し訳ないのですが、やっぱり言葉がぼんやりしているというか一般的すぎて僕はよくわからないのです。

少なくとも僕の観点からすると、例えば生きる目的を学び、学ぶ術（すべ）を学ぶと言われてもそうか

なと思うのだけど、どういうことを言っていることになりそうな気がして、これを読んで一番僕はぱん

と来るのは区域全体が生涯学習のキャンパスだという、何人かの方がおっしゃられましたけどそのキャ

ッチフレーズは非常にわかりやすい、それで意味もあるということだと思うのです。 

 かつて長野県は「ピンピンコロリ」というのをやりまして、ぴんぴんしているおじいちゃんたちやお

ばあちゃんたちが翌日ころっとおうちで逝くと、これが一番いいやり方なのだと健康増進の言い方をし

たことがあったのですけど、これはもうみんなが使える言葉で、しかも非常に含蓄が深いわけです。や

っぱりちょっと言葉を魅力的に研ぎ澄ましていかないとやっぱり埋もれちゃうのではないかというこ

とは思いました。 

 それからあともう１つ大学にいるので思うんですけれども、アカデミーとかというのはこの前、毛利

さんなんかがおっしゃいましたけど広い意味合いで使っていますよね。あんまり今の大学とか、キャン

パスとかアカデミーってすごく大学で考えると、ここら辺にいらっしゃる人は同意してくださると思い

ますが、大学って別に天国じゃないわけで、何か非常に権威主義的になったり縦割りになっちゃったり

するわけじゃないですか。だから学びの場所が広がるという意味ぐらいだととらえておくというのは基

本的に大事なのかなと思いました。 

 それから文化芸術のところで特にその PR のことがいろいろお話は出て、お子さんたちにもっと書い

てもらうとか、あんないいミュージカルがあるのだからというようなことがありましたけど、やっぱり

それはどういうメディアを活用するかということにつながってくるかなと。区報なんかも非常に重要で

すし、例えばケーブルテレビなんかも大事だと思いますけど、こういう建物の中に何かいろいろやって

みるとか空間をメディアとして利用するみたいなこともあるかと思いまして、そこら辺についてはちょ

っと横断的に分科会を超えて考えていけるところかなと思いました。以上です。 

 

○山崎会長：はい、どうもありがとうございました。それぞれ、私自身は必ずしも要するに行政が考え

ているようにうまくまとめようと思っていません。つまり私は自分の経歴が大学を出て夜学の教師を８

年やって、それこそ青森の集団就職で来た生徒たちを扱って、８年務めて大学へ出たときに一番先に社

会教育に携わったのは三鷹なのです。私が文学の講座で、それから室俊司（立教大学教授）という社会

教育学の先生、それから歴史の川村善二郎（東京経済大学講師）先生と、児童文学の渋谷清視（のち鳥

越信）先生、４人で同時に毎週授業展開をするわけです。年２回の全体会を行っていました。そういう

中で市民が作る市民のための市民の大学というのはどうあるべきかということを、そこで徹底的に鍛え

られました。私は、そういう経験を持っているのです。 

この協議会に区民代表が入っているということは、そういう意味で大変いいことなのです。私は、全

体の会長ですから責任を持ったかぎりはちゃんとまとめますけれども、必ずしも、区が考えていること

そのままではなく、委員の皆様が本音で意見をぶつけて、こういうふうにした方がよいのではないかと

いう施策案が出来ればよいと思っています。要は生涯学習を通していい区民になることだと思います。

いい区民になるということは、この文京区の行政を批判的な目で見られる人間をつくることだと、私は

そう思ってここに座っています。そういう意味で、皆様方の思いが各分科会の中で生きてくればいいな

と思っています。 

そのような講座をやっていたときに、慶応大学大学院でドクターコースから講座に参加していたのが、

現在の三鷹市の清原市長です。そういうことで言葉１つを考えてみても、まるごとキャンパスはいいの

ですよ。もう１つ、そこで徹底的に教わったことは、税金を使ってやるということがどういうことなの

かということを徹底的に考えろということです。私はもともと文学専攻の人間ですからあまりそんなこ

とを考えたことはなかった。しかし、これは生涯学習の中で考えていかなくてはならない１つの大きな

視点だろうということです。ですから、とにかく各分科会で皆様が意見を出して、座長の先生の下で新

しい文京区のテーゼができればいいなと思っております。そんなことでだいぶ時間が超過しましたけど
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も、今日は全員にとにかく話をしていただいたので、言い残した思いはそんなにないだろうと思ってい

ます。後のことについてちょっと事務当局の方からお願いします。 

 

○毛利課長：はい。次回の日程等をちょっとご連絡したいと思いますので、お手元の資料の 56 ページ

をご参照ください。こちらに協議会のスケジュールが出ておりまして、次回、第３回は２月 18 日木曜

日、午後６時半から、会場は本日と同じこの区議会の第１委員会室で行います。それ以降の第４回が３

月 23 日、やっぱり６時半で同じ会場になります。次回、その次の会の日程等をお押さえいただきたい

と思います。 

 それから、今回も席上にご意見シートがございますけど、本日の協議会でまだ感想や意見など、気付

いたことや時間の関係で発言できなかったことがございましたら合わせてこちらにご記入ください。よ

ろしくお願いします。今回は２月２日までに事務局の方にご送付いただければありがたいと。 

 それからお手元の 56 ページの先ほどのスケジュールの中の右側に文京区基本構想という、このスケ

ジュールはあくまで参考程度ということでお示ししていますのでご了解ください。以上です。 

 

○山崎会長：はい、どうもありがとうございました。これで閉会いたします。長時間本当にありがとう

ございました。 

 

以上 

 


